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カテゴリー（SDGs）／取り組みテーマ

大郷町、明成高校、ベガルタ仙台の三者はSDGsなまちづくりを目的に包括連携協
定を結び、地域の活性化の課題解決に向け、町の新しい名物開発プロジェクトをス
タート。高校生達が大郷町の畑で収穫した大豆を使用した「お豆の気持ち」味噌を使
い、三者で何度も協議を重ね、「大郷みそカレー ～お豆の気持ち～」が完成。ベガル
タは地域連携課スタッフの菅井直樹も開発に加わり、メディアを巻き込むプロモー
ションを担当し、今後、ホームゲーム時の販売、町内の飲食店に導入していただくな
ど、大郷町を代表する名物になるようＰＲしていきます。

三者での初めての取り組みが形になり、嬉しく思います。また、これからの展開
を想像すると希望しかありません。本町はこれまで「モロヘイヤ」というイメー
ジが強かったと思いますが、他にも「良い食材・良い場所」がたくさんあります。
本プロジェクトをきっかけに様々な分野について、皆様に発信していきたいと
思います。
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令和４年4月、大郷町(おおさとちょう)、学校法人
朴沢学園仙台大学附属明成高等学校(以下明成高
校)、ベガルタ仙台は、「SDGsなまちづくり」に向け、
連携・協力に関する協定を締結いたしました。

SDGsの達成と地域活性化という課題解決に向
け、協議を重ね、新しい町の名物を一緒に開発する
べくプロジェクトがスタート。大郷町と明成高校 食
文化創志科の学生が、食育の一環として、大豆の生
産・味噌造りに通じていたこと、ベガルタ仙台から
は元選手の地域連携課スタッフ菅井直樹が開発メ
ンバーとなり、また「カレーは飲み物」がSNSで話題
になったベガッ太も活用し、メディアを巻き込んで、

情報発信を行う役割を担うことで、味噌を使ったカ
レーで町おこしを進めていくことが決まりました。

大郷町の大豆を使った味噌「お豆の気持ち」を使
用した「みそカレー」の開発を始め、味噌の量だけで
なく、味噌の熟成加減が1年のものか、半年のもの
どちらがよいか、子どもでも食べやすいかなど、
様々な視点から試作試食を重ね、学生たちと意見
を出し合いながら、徐々に完成に近づいていきまし
た。

この様子は、地元テレビ局の番組のSDGsコー
ナーで「カレーで町おこし」として紹介され、取材に
も堂々と受け答えする学生たちは頼もしいもので
した。そして、2022年11月に「大郷みそカレー ～
お豆の気持ち～」が完成しました。ベガルタ仙台の
ファン感謝の集いで、先行お披露目として限定100
食が完売、翌12月に大郷町役場で試食＆完成発表
会を地元のメディアが集う場で行いました。

発表会にはベガッ太も駆けつけ、大郷町長をはじ
めとした関係者からも、「みその味がしっかり感じら
れる」、「子どもから大人まで幅広く食べてもらえ
る」など好評価。

今後は、ベガルタ仙台ホームゲームでの販売、また
町内の飲食店に導入していただき、その認証店には
ベガッ太を活用したPRを予定しています。大郷み
そカレー交流人口拡大に貢献していくよう今後も全
面的にプロモーションを進めていきます。

ベガルタ仙台
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